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「⼦供を災害から守るためには」 東久留⽶市⽴⼩中

学校ＰＴＡ連合会 学習会

１⽉２６⽇市役所会議室で「直下地震に

備える」ための講演会が⾏われました。

市内⼩中学校ＰＴＡ役員のお⺟さんたちが

多く熱⼼にメモをとりながら聞かれました。

講演者は、防災まちづくりの会・東久留⽶の

⾦澤代表です。

市⺠レポ－タ－ 地産地消 

⾸都直下地震が起きる確率は、いま

までは３０年間で70％と⾔われてき

たが、最近では４年以内に70％と

⾔われだしました。

確率が、格段に上がったようですが、

「従来からいつ起きても不思議でな

い」状態なのです。

⼈間の営みの場所は、卵の「殻」のよ

うな部分、中はマグマ・・・

特に環太平洋地帯は、地震の巣な

のです。

関東では、７０年くらいの周期で⼤

地震が起きており、先の⼤地震から

８９年が経過しているのです。

「いつ来てもおかしくない状態です」

⼤地震で亡くなったの⼤部分は「家

屋・家具の転倒」が原因です。

つまり対策は、

●家屋の耐震化

●家具転倒防⽌ が重要です。

「耐震対策」については、東久留⽶

建築設計協会が、隔⽉第２⽔曜⽇

に、市⺠プラザホ－ルで相談に応じて

くれます。

詳細は、「くるくる」の同協会情報をご

覧になって下さい。

もうひとつ⼤切なことは、家族で「防

災マニュアル」をつくり⽇頃より話し合

いの習慣をつけておくことが⼤切です。

万⼀のときどこに避難するかは、在宅

時・登校時などいろいろな状況ごとに

必要です。

またお互いの連絡⽅法を、確認

しておくことも必要。

そして、更に⼤切なことがあります。

それは⽇ごろから近所の⼈たちと多く

知り合いになり、仲良くしておくことで

す。

最初の３分で、⾃分と家族を守りま

しょう！

次の３時間で、近所と救出し合い

次の３⽇間は、⾏政全般が機能す

るまで、避難所で協⼒しあい「⽣き延

び」ましょう！

⾏政にすべてを期待する前に

⾃分を守るのは⾃分！

⾃分たちのまちを守るのは、⾃分たち

です！

１時間ばかりの緊張感みなぎる時間

がアットいうまに過ぎました。

（写真は関係者のご了解をえていま

す）
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